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平成２８度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  大牟田市立みなと小学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 836  －0072     

      福岡県大牟田市上屋敷町２丁目３－１              

  E-mail minato-es@st.city.omuta.fukuoka.jp                      

  Website                       

  児童生徒数  男子  145  女子 123 合計 268 

        児童・生徒の年齢 7 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（ 福祉 ） 
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 ３．活動内容  

（１） １年間の主な活動内容について記載願います。 

◎海洋教育の研究指定を受け、三池港の歴史や秘密について学習し、近隣校と交流を

し、学習を深めています。また、２月には東京大学で開催された「全国海洋教育サミッ

ト」で発表をしています。他に、宮崎県の綾町立綾小学校や鹿児島県の坊津学園と

交流を始めています。 
 

１年 (福祉・環境)  「さあみんなででかけよう」・自分と自分の周りの関係に気づいてい

く。                                        ・・・ 生活科 

２年（福祉）「レッツゴー町たんけん」・地域の人やもの・行事に親しむ。    

      ・・・ 生活科 

３年（福祉・地域の文化）「伝えよう！手と心で」 ・目の不自由な方の生活や思い・点

字・手話の役割について調べたり交流したりしながら、自分のできることを考え

る。                                          ・・・総合 26

時間 

☆GTを招いて点字学習や目の不自由な方の生活について学びました。 

４年（福祉・地域の文化）「バリアフリーをめざして」・・・身の回りのバリアフリーに目をむ

け、調べ、自分の生き方で社会ヘの参加の仕方を考え、進んで実行でき

る。                                       ・・・総合 17時間 

☆身近なバリアフリーを探し出し、持続発展可能な社会の基礎を学びました。 

「三池港のひみつを探ろう」 ・ 100 年歴史を誇る三池港を調べ発信す

る。                                     ・・・総合 12時間 

  ☆2015 年 7 月に世界文化遺産に登録された地域にある「三池港」について学び、三

池港クイズ新聞を作成し、地域に発信しました。 
 

５年 高齢者との交流（福祉・地域の文化）「高齢者との交流を始めよう」・・・お年寄りと

の交流で好ましい人間関係を構築できるよう福祉体験活動を中心とし、思いやり

や助け合いの心を育む。                         ・・・総合 31時間 

☆地域の高齢者施設に出かけて行き、高齢者の方々とふれあうことによって、高齢

者を敬う気持ちを培い、持続発展できる社会の基礎を学びました。 

「校区の祭りのすばらしさを発信しよう」 

・校区の人と一緒にみなと祭りのランタン作りに参画する。               

                                            ・・・総合 12時間 

☆地域の方々の「祭り」についての意気込みを学び、一緒に「ランタン製作」をするこ

とによって、地域の祭りに参加し、持続発展できる社会の基礎を学びました。 

６年（福祉・国際理解）「高齢者の方との交流を深めよう。」 

・認知症について調べ、自分たちにできることを考えて、介護施設を訪問す

る。                                     ・・・総合 33時間 

☆GT による絵本教室によって、認知症について学び、お年寄りとの交流によって、

自分たちが今できることを考え、持続発展できる社会の基礎を学びました。 

「戦争と平和について考えよう」・原爆や戦争被害について調べ、平和の大切さ

を実感する。                                ・・・総合15時間 

☆修学旅行でも訪れた長崎における原爆の恐ろしさを学習に二度と戦争は繰り

返さないという強い意志を学習し、平和を守ることができる持続発展できる

社会の基礎を学びました。 



 3 

児童生徒の変化 

○ 今まで知らなかったことに対して興味をもって学習に取り組む子どもが増

えてきた。特に身近にある施設に対してまったく興味がなかったことも、学

習を進めていくうえで発展的に捉え、知識を深めていくことができていた。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


